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   A case of a 19-year-old male with leiomyosarcoma of the prostate is reported. He vi-
sited our hospital with the chief complaint of urinary retention in December, 1983. Following 
overall examination, needle biopsy of the prostate gland was performed with the suspicion of 
sarcoma. Histology of the prostate revealed leiomyosarcoma. Two courses of combined 
chemotherapy were given, but the tumor continued to enlarge. The patient died in April, 
1984, 5 months after the appearance of the first symptom.


















現症:体 格 中 等 度,栄 養状 態 普 通,呼 吸 音 ・心 音 と
もに 正 常.下 腹 部 正 中 に 手 拳大 の表 面 平 滑,弾 性 軟の
腫瘤 を触 知 した.直 腸指 診 で前 立 腺 は 表 面 平 滑,弾 性
軟 で 巨 大 な腫 瘤 と して そ の 一 部 が触 知 され た.体 温は
37.6℃で あ ・)た.
入 院 時検 査成 績:尿 所 見;外 観,混 濁,蛋 白(升),
糖(+),沈 査,白 血 球(十),赤 血 球(+),血 液 一
般;白 血 球11,800/mm3,赤血 球502×104/mm3,血
色 素13.69/dl,ヘマ トク リ ッ ト4L2%,血 小板 星2.7
×104/mm3,血沈;1時 間f直14mm,2時 間 値38mm.




PSP15分1直42.2%,120分値91.6%,空 腹 時血 糖90
mg/dl,CRP(3十),HBs-Ag,HBs-Ab(一),Wa・
R(一),前 立 腺 性 酸性 フ ォス フ ァタ ー ゼo.5ng/m1
田寺 ・ほか=前立腺肉腫 ・平滑筋肉腫
以下(正 常値2ng/ml以 下),CEA1.6ng/ml(正常
値0～2.5ng/ml)α一フ ェ トプ ロテ イ ン(一).
胸 部 レ線.異 常 な し
心 電 図:異 常 な し
尿 細 胞 診=classI2回,classH3回







Fig.1.排泄 性 腎 孟 造影=排 泄,










精管精嚢造影=精 嚢は著明に上方に偏位 し,右 射






組織検査 会陰部 よ り針生検を行った.ヘ マ トキ
シソ エーオジン染色では,細 胞は紡錘形か ら類円形で




































(PRD)に よ る多 剤 併 用化 学 療 法 を 施 行.同2月22日
よ り,CDDP,nitromin,ADM,BLM,ACD,VP。
16に て 人 工肝 臓 併 用 に よ る 両 側 内 腸骨 動 脈 内注 入 療
















































Fig.6.組織 像(鍍 銀 染 色,×400):個hの 細 胞 は好 銀 線維 で
囲 まれ てお り,い わ ゆ る箱 入 り像 が み られ る.
は膀胱後腔に原発する 肉腫をretrovesicalsarcoma
と命名してお り,明 らかに骨盤内の特定臓器か ら発
生したと考えられる肉腫を除外して,膀胱後腔周囲組

























466 泌 尿 紀 要32巻3号1986年
Table1.本邦 の前 立 腺 肉腫 例(佐 藤6)以降)































細 網 肉 腫
横紋筋肉腫
平滑筋肉腫








人 工 肛 門
化 学 療 法
放射線療法
骨盤内臓器全摘術2年IOn月
結 腸 導 管 生存中
人 工 肛 門
化 学 療 法
恥骨上式前立腺別除術
放射線療法




4ヵ月化 学 療 法
死 亡
化学 療 法4ヵ 月
放射線療法 死 亡
化 学 療 法1年3ヵ 月
膀胱前立腺全摘術 死 亡
尿管皮膚痩術
化 学 療 法5ヵ 月
放射線療法 生存中
放射線療法7ヵ 月
化 学 療 法 死 亡
膀胱前立腺全摘術2ヵ 月
化 学 療 法 生存中
5ヵ月化 学 療 法
死 亡
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Table2.年齢 別,組 織 別 発 生 頻 度
年齢O




















































細 網 肉 胆 z i i i 5




































め,井 上13)も平 滑筋 肉腫 はradiosensitiveであ る と
して い るが,大 越 ら14),野中 ら鼠5)は筋 原 性 肉腫 で は 発
育 抑 制 効果 は な い と報 告 して い る.い ず れ に せ よ放 射
線 療 法 の み で の完 全 寛 解 は 望 め ず,他 の療 法 と併 用 す
べ き と考 え られ る.
化 学療 法 はPrattら16)が小児 で の 多 剤 併 用療 法 の
有 効 例 を 報 告 し て 以 来,諸 家 に よ りvincristin,
ACD,CYCな どが 中心 に 用 い られ て お り(VAC療
法),Timmonsら17)はVAC療 法 と放 射 線 療 法 を組
み合 わ せ たprotco豆を 報 告 して い る.本 邦 に お い て
もVAC療 法 お よびVACとADM,CDDP,DTIC
な ど との 併用 に よる多 剤 併 用 化 学 療 法 の 報告 がみ られ
る.
本症 の予 後 に つ い て 金沢 ら8)は105例の 本 邦例 に つ
き平 均 生 存 期 問 で7ヵ 月 で あ った と報 告 して い る.最
近 の報 告 で は 若 干 の生 存 期 間 の 改善 が み ら れ る もの
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